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本日の流れ

• 大学および当館の紹介
• 作成目的
• 作成過程
• パスファインダーの効果
　　図書館員にとって／学生にとって

• 課題と今後の見通し
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首都大学東京及び本学部の紹介

都市教養学部

都市環境学部

システムデザイン学部

健康福祉学部

　　看護学科　　作業療法学科

　　理学療法学科　　放射線学科

大学院

　　人間健康科学研究科ほか

http://www.tmu.ac.jp/
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図書情報センター荒川館

蔵書数
和書　　約106,800冊
洋書　 　約17,000冊
視聴覚資料　　約4,000点

（年間）利用者数
学内　　約67,000人
学外　 　約1,260人
（学外利用者＝卒業生・医療従事者・都内在住在勤者に限る）

－平成19年度統計－
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そんなとき・・・・

千葉大学附属図書館が行っている

授業用資料案内パスファインダーの取り組みを知る

学生にとって
わかりやすい
のでは？

利用の必要
性を感じても
らえる？

シラバス

（授業概要）

シラバスに沿った
科目ごとのパスファインダー
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2007年度末　図書館サービスの一環として導入を検討

【目的】
学生に資料を有効活用してもらう
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科目の選択基準

・当館の利用期間の短い学部2年生から優先的に

・必修科目
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当館パスファインダーの構成要素

●参考図書

●図書

　　教科書や参考書指定されているコア資料

　　授業概要からピックアップした図書など

●雑誌

● （視聴覚資料）

●Webサイト
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作成にあたって

授業方針・テーマ 授業の目的・到達目標

授業計画・内容
テキスト・参考書
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作成ステップ　Ⅰ

PF項目作成手順
　授業計画の一項目「妊娠・分娩に伴う異常を理解し、
　　　　　　　　　　　　　 予防的なケアについて学ぶ」

　

　学生の資料利用目的を想定し、 PF項目を考える

　PF項目をいくつか決める
　　「妊産婦の看護技術について調べたい」
　　「母親や家族への心の援助について知りたい」

　PF項目に合わせて資料をピックアップ
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作成ステップ　Ⅱ

①紹介資料のピックアップ
◇教科書・参考書（指定書）
　　⇒引用・参考資料もチェック

◇当館所蔵資料

◇他大学（授業内容が似ている

　　場合など）のシラバス中で
　　指定されている資料

※なるべく新しい版を選ぶ

②ページ作成

③担当教員に確認を依頼

④必要に応じ修正・調整

⑤正式公開
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パスファインダー一例

パスファインダーURL：
http://www.hs.tmu.ac.jp/lib/literature/pf/

http://www.hs.tmu.ac.jp/lib/literature/pf/
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効果　図書館員にとって

・図書館だけでも作成可能

・各テーマの必要資料が

みえる

・担当教員の参加が必要

・授業計画・内容に沿った

必要資料がみえる

テーマ型PF シラバス型PF

・テーマに関する資料と使い方を広く知らせる

・一定レベルを保持した情報提供　

・リテラシー教育の１ツール　　　　
・先生とのコミュニケーション

・蔵書構築の見直し
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効果　学生にとって

テーマ型PF シラバス型PF

授業の予習や復習の際
利用

そのテーマに興味・関心
があるときに利用

利用されるチャンスが多いのでは？



課題と今後の見通し
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・4月現在、看護学科、理学療法学科、作業療法
学科の11コマ分を公開

・作業時間の確保

・各領域に関する基礎知識の習得

・作成者側の能力アップ

課題

見通し

図書館員の能力を集結し、学生の図書館利用に貢
献していきたい
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ご清聴ありがとうございました

http://www5.ocn.ne.jp/~wanpagu/sozatop.html
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